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研究要旨 早期プリオン病の精度の高い客観的判定法は十分確立されていない。そこで我々は、MRI
拡散強調画像（DWI）を用いた定量評価法の精度と汎用性の向上を試みた。まず、独自の解析対象

領域マスキングを用い、磁化率アーティファクト領域を除去可能な DWI 異常信号の自動検出プロ

グラムを開発した。次いで、これまで開発してきた拡散異常域自動定量化手法の各モジュール（解

剖学的標準化、領域分割/抽出、信号ムラ補正、信号値規格化、非線形変換、解析対象領域マスキン

グ、差分抽出）を連携させ、単一実行ファイルとした。さらに、DICOM データの読み込み・受信、

拡散強調画像の自動識別などの機能を公開ツールを用いて実装しパッケージ化した。本手法によっ

て、プリオン病の早期病変を正確かつ簡便に検出することが可能となった。本手法はプリオン病の

早期診断基準の均てん化に寄与することが期待される。 
 

Ａ.研究目的 
MRI 拡散強調画像(diffusion-weighted image: 

DWI)は Creutzfeldt-Jakob 病（CJD）などのプリ

オン病の早期病変の描出に広く用いられてお

り、DWI における皮質や線条体の異常高信号は

プリオン病早期の重要な診断基準の一つと考

えられている。 
我々は、脳実質の正常部位で DWI の表示条

件を正規化する独自の標準化法[1]を本症に適

用し、DWI による早期診断能が向上することを

多施設研究によって明らかにした[2]。また、磁

場強度やスライス厚による診断能の差異を明

らかにするため、プリオン病班・サーベイラン

ス班合同画像委員会による多施設研究を実施

してきた。さらに、独自の信号正規化法とマス

キング法を組み合わせた新たな定量化法を開

発し、プリオン病早期病変の客観的判定を可能

とした。しかしながら、DWI では EPI 撮像によ

る磁化率アーティファクトや歪みが生じるた

め、病変として誤検出される場合が多かった。

また、手法が煩雑であり、汎用性に難があった。 
そこで、本研究では独自の解析対象領域マス

キングを付加することで定量精度の向上を試

みるとともに、一連の処理パイプラインをコン

パイルして単一実行ファイルとし、さらに

DICOM データ関連の付加機能を実装してパッ

ケージ化することで、複雑な画像処理を平易に

実行可能な手法を確立し、精度向上のみならず

汎用性向上を図ることを目的とした。 
 
Ｂ.研究方法 

DWI を初診時に撮像した早期の孤発性 CJD
患者 4 例（55–76 才、男性 2 例、女性 2 例）と

健常ボランティアを対象とした。MRI は 1.5 
Tesla 装置（Signa HDxt, GE Healthcare）を用い、

DWI は b=1000s/mm2、matrix 128x128、FOV 22cm, 
スライス厚は 3mm 厚と 5mm 厚で撮像した。 

今まで我々が開発・最適化してきた、解剖学

的標準化法、領域分割/抽出法、信号ムラ補正法、

信号値規格化法、非線形変換による重ね合わせ

法、差分抽出法、可視化法などの一連の処理に

加え、新たにアーティファクト除外を目的とし

た解析対象領域テンプレートマスキングを開発

し、コンンパイルして単一実行ファイルを生成

するとともに、DICOMデータの読み込み・受信、

拡散強調画像の自動識別などの機能を公開ツー

ルを用いて実装し、汎用パッケージ化した（図 1）。 
上記パッケージを用いて孤発性 CJD 患者、健

常者の種々の DICOM データを解析し、良好な

定量解析結果を平易に取得可能かどうか検証

した。 
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（倫理面への配慮） 

画像データは匿名化後に画像処理に供した。 
 

Ｃ.研究結果 

独自の種々の画像処理法と公開ツールによ

るパイプラインを単一実行ファイルにコンパ

イルしたパッケージを用いることで、プリオン

病早期病変およびその経時変化の高精度かつ

平易な定量評価を実現することができた。 
 

Ｄ.考察 

今回開発したパッケージによって、複雑な高

度画像処理を意識せずに、プリオン病早期病変

の自動検出と定量評価を極めて平易に実施す

ることが可能となった。DWI は、原理上画質不

良でありアーティファクトや歪みも大きいた

め、通常の手法ではプリオン病早期病変の客観

評価が極めて困難である。今回確立したパッケ

ージを用いることで、高精度で簡便な自動定量

評価が多くの施設で実施可能となり、早期診断

基準の均てん化に寄与することが期待される。 
 

Ｅ.結論 

プリオン病の DWI 早期病変の自動検出に関

する種々の独自解析手法と公開ツールを一つ

の実行ファイルとしたパッケージを開発する

ことで、プリオン病早期病変を平易に定量評価

することが可能となった。本手法は、早期プリ

オン病の診断基準の均てん化法として有望と

思われた。 
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Ｆ.健康危険情報 

体内・体外金属の有無を確認の上通常操作モー

ドで撮像しており、安全性に問題はなかった。 
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図１．種々の独自画像処理を組み合わせたプリオン病早期病変定量化汎用パッケージ 


